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や
唐
津
の
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
の
地

域
活
性
化
事
業
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。
4
年

程
前
に
退
職
を
し
、
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
生

ま
れ
は
名
古
屋
な
の
で
す
が
、
関
西
で
の
仕
事

が
長
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
阪
弁
が
よ
く
出

ま
す
。
で
も
大
阪
の
人
に
言
わ
せ
る
と
イ
ン
ト

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
全
く
違
う
そ
う
で
、
言
葉
の
上

で
は
デ
ラ
シ
ネ
（
根
無
し
草
）
で
す
ね
。

地
区
協
議
会
：
先
生
の
心
に
残
る
観
光
体
験
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

2
0
0
6
年
に
長
崎
で
開
か
れ
た
「
さ
る

く
博
」
と
い
う
ま
ち
な
か
イ
ベ
ン
ト
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
に
爆
心
地
周
辺
の
案
内

を
し
て
頂
い
た
こ
と
が
そ
の
一
つ
で
す
。
地
元

自
治
会
の
了
解
の
も
と
、
墓
地
へ
案
内
さ
れ
る

の
で
す
が
、
昭
和
20
年
8
月
9
日
あ
る
い
は
そ

の
数
日
後
ま
で
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
の

お
墓
が
並
ん
で
い
る
、
そ
の
数
の
多
さ
に
胸
が

痛
み
ま
す
。
お
墓
に
は
十
字
架
が
乗
っ
て
い
て
、

こ
の
地
区
が
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
里
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。
従
来
の
「
見
る
」

だ
け
の
通
過
型
観
光
か
ら
、
地
域
の
隠
れ
た
物

語
や
人
に
感
動
す
る
知
的
体
験
を
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
語
り
継
ぐ
べ
き「
光
」を「
観
せ
て
」

も
ら
っ
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
経

験
は
私
の
観
光
に
対
す
る
考
え
方
を
大
き
く
変

え
ま
し
た
。

地
区
協
議
会
：
四
谷
で
観
光
資
源
と
し
て
ご
興

味
も
た
れ
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

　

私
の
持
っ
て
い
る
四
谷
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
江

戸
の
文
化
と
歴
史
で
す
。
服
部
半
蔵
の
お
墓
の

あ
る
西
念
寺
、
江
戸
は
侍
の
町
だ
っ
た
の
だ
と

思
わ
せ
る
四
谷
大
木
戸
跡
と
、
京
都
の
よ
う
な

「
碁
盤
の
目
の
通
り
」
と
は
違
う
曲
が
り
く
ね
っ

た
道
、
当
時
の
様
子
を
想
像
さ
せ
る
暗
闇
坂
や

油
揚
げ
坂
と
い
う
名
前
の
坂
道
。
そ
こ
に
は
池

波
正
太
郎
の
世
界
が
待
っ
て
い
る
よ
う
な
期
待

感
を
持
た
せ
る
響
き
が
、
四
谷
と
い
う
町
の
名

前
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

地
区
協
議
会
：
最
後
に
、
先
生
が
日
本
で
一
番

好
き
な
景
色
は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？

　

大
学
時
代
を
過
ご
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

京
都
が
大
好
き
で
す
。
こ
こ
で
、
歴
史
や
文
化

の
深
み
と
か
歳
時
記
、
四
季
の
景
観
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
旅
行
会
社
に
入
ろ
う
と

か
観
光
に
携
わ
っ
て
生
き
て
い
こ
う
と
思
っ
た

の
も
京
都
に
触
発
さ
れ
た
経
験
が
大
き
い
と
思

い
ま
す
。「
高
校
の
古
典
」
と
は
違
い
平
家
物

語
も
面
白
く
て
（
笑
）、
そ
の
ゆ
か
り
の
場
所

を
訪
ね
て
は
一
人
悦
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
今

で
も
最
後
の
段
「
大
原
御
行
」
は
諳
ん
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
。

　

こ
う
し
た
悠
久
の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
加
茂
川
の
景
色
が
大
好
き
で
す
。
特
に
賀

茂
川
と
高
野
川
が
合
流
す
る
あ
た
り
に
あ
る
葵

橋
か
ら
の
景
色
が
好
き
な
の
で
す
。
こ
こ
か
ら

は
京
都
五
山
の
送
り
火
の
４
つ
ま
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
て
、
8
月
16
日
が
楽
し
み
な
場
所
で

も
あ
り
ま
す
。

地
区
協
議
会
：
高
橋
先
生
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
準
備
会
で
は
地
域
の
方
の
ア
イ
デ
ィ

ア
、ご
意
見
、ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
四
谷
地
区
協
議
会
で
は
、
昨
年
度
よ
り
東
京

都
観
光
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度

等
を
利
用
し
な
が
ら
、「
四
谷
の
観
光
ガ
イ
ド
」

組
織
の
立
上
げ
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
神
戸
に
あ
る
流
通
科
学

大
学
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
学
部
高
橋
一
夫
教
授
で

様
々
な
観
光
事
業
に
携
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
今
号
で
は
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら

的
確
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
だ
さ
る
高
橋
先
生

を
地
域
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
区
協
議
会
：
先
生
は
地
域
活
性
化
事
業
に
数

多
く
携
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
ま
た
、

レ
ク
チ
ャ
ー
が
は
ず
む
と
歯
切
れ
の
よ
い
関
西

弁
に
な
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
が
心
地
よ
く
聞
こ

え
ま
す
。

　

私
は
23
年
間
旅
行
会
社
の
J
T
B
に
勤
め

て
い
ま
し
た
。
純
粋
な
旅
行
事
業
は
そ

の
う
ち
の
8
年
間
で
、
そ
の
後
は
大

阪
五
輪
の
誘
致
や
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
国
際
大
会
の
日
本
誘
致
・
運
営
管

理
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
事
業
、
鬼
怒
川

四
谷
の
観
光
ガ
イ
ド
実
行
組
織
準
備
委
員
会
代
表

　
田
中
健
士

　

近
年
の
ま
ち
歩
き
ブ
ー
ム
で
休
日
の
四

谷
を
歩
く
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
四
谷
は

歴
史
文
化
遺
産
の
宝
庫
で
す
。
紐
解
け
ば

様
々
な
物
語
の
舞
台
と
な
り
、
訪
れ
る
人

た
ち
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
四
谷
に
住
む
私
た
ち
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
身
近
に
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
魅
力
を
説
明
で
き
る
ほ

ど
知
ら
な
い
名
所
旧
跡
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

来
年
か
ら
本
格
始
動
す
る
四
谷
の
観
光

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
準
備
委
員
会
で
は
、
我

が
町
四
谷
の
魅
力
を
観
光
の
視
点
か
ら
今

一
度
見
直
し
、
地
元
の
人
自
ら
四
谷
の
観

光
ガ
イ
ド
が
で
き
る
よ
う
に
、
観
光
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
と
ガ
イ
ド
養
成
の
仕
組
み

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
地
元
の
ガ
イ
ド
が
内
外

の
人
に
四
谷
の
観
光
を
通
し
て
そ
の
魅
力

を
伝
え
、
四
谷
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

四
谷
ら
し
い
観
光
の
模
索

　
　
　

自
分
自
身
の
輝
き

　
　
　

訪
れ
る
人
の
喜
び

観
光
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

高
橋
一
夫
先
生
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

　
名
物
名
所
、
ご
自
慢
を
お
教
え
く
だ
さ
い
！

町
内
（
９
番
地
）
に
「
た
ん
切
り
子
育
て
」
の
お
地
蔵
様
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
咳
や
ご
老
人
の
喘
息
な
ど
、
た
ん
の
切
れ
な
い
方
が
信
仰
す
る

と
効
能
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
霊
験
あ
ら
た
か
な
お
地
蔵
様
で
す
。

町
会
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
っ
た
「
厚
生
年
金
会
館
」
が
閉
館
し
ま
し
た
。

長
年
、
芸
術
文
化
の
殿
堂
で
あ
っ
た
た
め
に
大
変
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
当
町
会
に
は
他
に
も
自
慢
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
江
戸
時
代

よ
り
続
く
「
番
衆
町
」
と
い
う
町
名
で
す
。
歴
史
あ
る
町
会
名
を
誇
り
に

思
い
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　
と
っ
て
お
き
の
お
話
や
人
気
行
事
は
何
で
す
か
？

町
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
バ
ス
旅
行
企
画
で
す
。
果
物
狩
り
、
ホ
テ
ル

で
の
温
泉
入
浴
、
美
味
し
い
食
事
が
人
気
の
秘
密
で
す
。
ま
た
車
中
で
は

ゲ
ー
ム
等
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
町
会
員
の
親
睦
を
深
め
る
大
切
な
行
事
の

一
つ
で
す
。

一
番
人
気
は
や
は
り
町
会
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
旅
行
で
す
。
親
睦
を
深

め
ら
れ
る
楽
し
い
行
事
で
思
い
出
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
す
。

　
ず
ば
り
ど
ん
な
町
で
す
か
？　
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
！

春
に
は
最
高
に
き
れ
い
な
樹
齢
7０
〜
８０
年
に
な
る
桜
の
花
が
満
開
と
な
る

愛
住
公
園
を
中
心
に
閑
静
な
住
宅
地
の
愛
住
町
は
古
い
歴
史
を
受
け
継
ぐ

由
緒
あ
る
町
と
し
て
環
境
に
も
恵
ま
れ
住
み
心
地
の
良
い
町
で
す
！

「
山
椒
は
小
粒
で
ピ
リ
リ
と
辛
い
」
と
申
し
ま
す
が
、
四
谷
２９
町
会
の
中

で
は
小
さ
い
な
が
ら
も「
人
の
和
」を
大
切
に
し
、味
わ
い
深
い
町
会
で
す
！

　
新
宿
御
苑
の
敷
地
は
、
天
正
18
年
（
1
5
9
0
）
に
豊
臣
秀
吉
か

ら
関
八
州
を
与
え
ら
れ
た
徳
川
家
康
が
江
戸
城
に
入
城
し
た
際
、
譜

代
の
家
臣
で
あ
っ
た
内
藤
清
成
に
授
け
た
江
戸
屋
敷
の
一
部
で
す
。

　
ま
た
、
現
在
大
木
戸
門
を
入
っ
た
突
き
当
た
り
に
あ
る
玉
藻
池
は
、

安
永
元
年
（
1
7
7
2
）
に
玉
川
上
水
の
余
水
を
利
用
し
て
完
成
し

た
内
藤
家
の
庭
園
『
玉
川
園
』
の
一
部
で
す
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
時

代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
御
苑
の
歴
史
は
四
谷
の
歴
史
と
重
ね
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

－今回は地区協自身で質問！－　

前
号
で
は
「
玉
川
上
水
を
偲
ぶ
川
の
流
れ
の
基
本
計
画
」
を
ご
紹
介
し
な
が
ら
、
計
画
な
ど
に

つ
い
て
担
当
者
に
ご
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
平
成
２２
年
５
月
に
「
大
銀
杏
区
間
」

が
完
成
し
公
開
さ
れ
、
す
で
に
散
策
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

現
在
は
草

木
の
養
生
の
た
め
、
防
護
柵
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
生
態
系
を
荒
ら
さ
な
い
よ
う
マ
ナ
ー

を
守
り
貴
重
な
オ
ア
シ
ス
を
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
谷
の
オ
ア
シ
ス
新
宿
御
苑
の
「
大
温
室
」と

「
内
藤
新
宿
分
水
散
歩
道
」の
最
新
情
報

　

さ
て
、
今
回
は
完
成
に
向
け
姿
を
見
せ
始

め
た
御
苑
の
大
温
室
に
つ
い
て
「
工
事
が
ず

い
ぶ
ん
長
い
け
れ
ど
い
つ
頃
完
成
？
」「
ど
ん

な
温
室
が
で
き
る
の
？
」
と
い
う
皆
様
の
疑

問
を
解
消
す
べ
く
新
宿
御
苑
管
理
事
務
所 

温

室
第
一
・
第
二
科
長 

松
井
裕
氏
に
お
聴
き
し

て
き
ま
し
た
！ 

本
工
事
は
平
成
１７
年
度
に
基
本
計
画
が

で
き
完
成
は
平
成
２３
年
度
に
な
り
ま
す
。

以
前
の
大
温
室
跡
に
は
江
戸
時
代
の
遺
跡
（
武

家
屋
敷
跡
遺
構
）、
明
治
時
代
の
温
室
の
遺
構

な
ど
が
埋
も
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
調
査

に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

主
温
室
は
熱
帯
性
植
物
の
鑑
賞
を
目
的

に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
温
室
内
は
高
低

差
３
、４
メ
ー
ト
ル
を
生
か
し
回
遊
で
き
る
園

路
が
あ
り
ま
す
。
池
も
配
置
し
、
熱
帯
池
沼
の

植
物
（
オ
オ
オ
ニ
バ
ス
、
熱
帯
ス
イ
レ
ン
等
）

も
展
示
し
ま
す
。

　

特
別
室
は
絶
滅
危
惧
植
物
等
を
室
外
か
ら
ガ

ラ
ス
越
し
に
見
学
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
隔

離
栽
培
を
行
い
厳
重
な
箱
入
り
植
物
（
笑
）
を

育
て
て
い
る
貴
重
な
様
子
を
ご
確
認
い
た
だ
け

ま
す
。
ま
た
温
室
外
で
は
あ
り
ま
す
が
、
明
治

時
代
の
温
室
の
遺
構
を
一
部
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
な
箇
所
も
あ
り
ま
す
。

　

分
水
散
歩
道
と
併
せ
て
完
成
が
待
ち
遠
し
い

新
名
所
に
な
り
ま
す
ね
。
ま
す
ま
す
四
谷
の
散

策
が
楽
し
く
な
り
そ

う
で
す
。
本
日
は
お

忙
し
い
中
ご
回
答
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
！

延
べ
面
積
は
主
温
室
が
約
２
，６
０
０
㎡
。

特
別
室
が
約
１
８
０
㎡
で
す
。

工
事
期
間
が
長
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
が
、
い
つ
完
成
す
る
の
で
し
ょ

う
か
？

Q1A

A

A
教えて地区協！

延
べ
面
積
は
ど
の
く
ら
い
で
す

か
？

Q2

立
派
な
温
室
の
よ
う
で
す
が
、
特

徴
を
お
教
え
く
だ
さ
い
。

Q3

Ｑ１Ｑ3 Ｑ2
番
衆
町
会

番
衆
町
会

番
衆
町
会

愛
住
町
会

愛
住
町
会

愛
住
町
会

四谷町会めぐりこ ん に ち は 町 会 長 さ ん ！
皆様のまちの町会長さんに、わが町の魅力を語っていただきます。

トップバッターは愛住町と番衆町です。

四谷29町会をぐるりと
ご紹介する新コーナー

********
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通
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国立競技場駅
都営大江戸線

東京メトロ丸ノ内線

都営新宿線
新宿園

番衆町

内藤とうがらし     四谷育生絵図

　江戸時代の内藤新宿の名物「内藤八つ房とうがらし」を今の四谷に復
活させて自慢の名物にしたい！
　その思いを 3年計画で実現するための活動が今年度より始まりました。
　春に植えた1000 株の内藤八つ房とうがらしがこの秋、四谷のいたると
ころで赤い実を天に向けて、たわわに実っています。
　今年は初めての栽培なので、収穫とともにプロの方に教わるとうがら
し味噌やぺペロンチーノ・食べるラー油の料理講座などで楽しみ方の普
及も企画しました。この秋の収穫の〆に江戸時代の薬研堀七味唐辛子の
製法で、四谷名物「内藤七色唐辛子」をプロの売り口上付で調合、屋台
での実演販売（10月10日午後5時から四谷ひろば講堂横）をいたしました。
　都合 3年間は内藤八つ房とうがらし普及推進プロジェクトを行う計画
です。2年目は参加者が今年収穫した種から苗を作る方法を紹介、普及
に努めます。
　来春は、今年の種を利用して皆さんで苗作りに挑戦しましょう！
★詳しい内容は第 4号の広報誌「声」でお知らせします！

　その昔江戸時代の内藤新宿一帯は秋になると内藤
藩の栽培するとうがらし（上を向いて実る八房とい
う品種）で赤い絨毯が敷かれた様な光景が見られた
そうです。七味とうがらし売りの口上でもその名は
全国的に知られています。

　内藤とうがらしは、残念ながら現在の四谷界隈では栽培されていません。
　そこで、私たちは歴史ある「内藤とうがらし」の復活を楽しく目指し
ています。
　この絵図は今年度、地域で育てていただいた生育状況の分布図です。
　地域の皆様ご協力ありがとうございました！
※この活動は、四谷地区協議会「まちづくり活動支援金」の補助により「四谷ひろば」・「スロー
フード江戸東京」の内藤とうがらしプロジェクトの皆さんと協働推進しています。

　また、四谷地区の小・中学校とも連携して育てています。
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入
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じ
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し
ま
す
。
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「内藤とうがらし」とは

「内藤とうがらし」の復活を目指す
活動について

「四谷地域で育てる内藤とうがらし」
　　　　　　　　　　　　四谷地区協議会第三分科会
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・四谷特別出張所
　（四谷地区協議会事務局）

四谷三丁目駅

曙橋駅

新宿御苑前駅

新宿三丁目駅

新宿
三丁
目駅

新
宿
三
丁
目
駅

東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線

愛住町

二葉南元保育園

二葉乳児院
地域子育て
支援センター二葉

四谷郵便局

四谷税務署

四谷二丁目
郵便局

本塩町
ことぶき館・
児童館

四谷消防署新宿御苑出張所

新宿一丁目
郵便局

新宿二丁目
郵便局

新宿三丁目
郵便局

新宿高校

花園郵便局

四谷消防署

新宿第二保育園

四谷保育園

ウィズ新宿

大木戸
郵便局

新宿五丁目
（三光町、新宿園、番衆町）

新宿地域交流館

新宿区役所
第二分庁舎

四谷中学校
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区
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し
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じ
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く
ト
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ク
〜 

に
参
加
し
て

　四谷ひろばの「親子サロン」は、会員登録をしたお子様を対
象とした保護者同伴の居場所事業を展開しています。主に親子
サロンの部屋を、子育てをする上での悩みや情報の交換をしな
がら個々に交流を深めてくださることを目的にフリースペース
として開放し、時折イベントをスパイスとして開催！「楽しい
子育て」を願い運営しています。

【親子サロン概要】
★四谷保育園の先生と遊ぼう（月1回）★英語で絵本（月1回）
★ビニールプール開放（夏季のみ）
【休 館 日】原則毎週木曜日　年末年始（お問合せください）
　　　　　　　※四谷保健センターの検診日（ H25年上半期まで）は親子サロンのみ閉室

【利用時間】10 時～16時　B館 2階親子サロン（元保健室）
　　　　　　　※園庭は、17時まで（会員外も利用可）

【併設施設】東京おもちゃ美術館・CCAAアートプラザ
【お問合せ】新宿区四谷 4-20 四谷ひろば運営協議会
　　　　　　電話／FAX03-3358-9140
　　　　　　ホームページ　http://yotsuya-hiroba.jp
　　　　　　メール　hiroba@angel.ocn.ne.jp

※「地域ひろば」は地域住民がボランティア運営しています。ご利用にあたり、
保護者の責任のもとに、部屋の清掃やゴミの持ち帰りなど、きれいで楽し
い遊び場として皆様が気持ちよくお使いいただけるよう、維持管理にご協
力下さいますようお願い申しあげます。

地域の活動拠点として定着してきました「四谷ひろば」

今回は「親子サロン」をご紹介します！
̶親子サロン担当：田谷　節子̶

お
願
い

お気軽に公園に遊びにくる感覚でいらしてください♪

　

今
年
は
、
新
規
に
私
立
幼
稚
園
・
保
育
園
・

保
健
セ
ン
タ
ー
・
ひ
ろ
ば
協
働
N
P
O
・
四
谷

育
成
会
（
中
学
生
の
あ
い
さ
つ
ス
タ
ッ
フ
）
の

協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
内

容
が
充
実
し
た
上
に
、
昨
年
の
2
倍
の
参
加
者

（
2
9
5
名
受
付
、
ス
タ
ッ
フ
60
名
）
で
楽
し

く
賑
わ
う
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
続
き
大
人
気
の
「
ト
ン
汁
」
は
受

付
10
分
で
予
定
1
0
0
食
の
引
換
券
の
配
布

を
完
了
し
て
し
ま
い
「
残
念
！！
」
の
声
を
多
数

い
た
だ
き
、
早
く
も
来
年
度
の
増
量
計
画
を
検

討
し
始
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
講
堂
で
の
育

成
会
あ
い
さ
つ
運
動
イ
ベ
ン
ト
は
中
学
生
の
お

姉
さ
ん
た
ち
に
よ
る
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
っ
た

後
、
小
沢
か
づ
と
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に

大
興
奮
し
た
小
さ
な
観
客
が
大
勢
ス
テ
ー
ジ
に

あ
が
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
楽
し
い
思
い
出
と
な
り

ま
し
た
。
各
団
体
の
遊
び
場
コ
ー
ナ
ー
も
盛
り

上
が
り
、
終
了
時
刻
を
迎
え
て
も
「
帰
り
た
く

な
〜
い
！
」
の
声
が
校
庭
い
っ
ぱ
い
に
聞
こ
え

四
谷
ひ
ろ
ば
イ
ベ
ン
ト
報
告

去
る
9
月
12
日
㈰
に
「
こ
の
夏
を
惜
し
ん
で

お
と
な
も
こ
ど
も
も
水
で
遊
ぼ
う
!!
」を
開
催
し
ま
し
た

ス
タ
ッ
フ
冥
利
に
つ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ

り
四
谷
保
健
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
る
救
急
体

制
が
活
躍
す
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
こ
と
に
一

同
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
2
年
ほ
ど
前
に
地
域
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
二
葉
が
事
務
局
と
な
っ
て

発
足
し
た
「
四
谷
地
域
の
乳
幼
児
支
援
機
関
関

係
者
連
絡
会
」
が
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
合
同

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。
連
絡

会
で
は
こ
の
他
、
定
期
的
に
情
報
交
換
を
通
し

て
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

【実行委員（四谷地区乳幼児支援機関連絡会）】
四谷ひろば地域ひろば、二葉乳児院、地域子育て
支援センター二葉、信濃町子ども家庭支援セン
ター、本塩町児童館、富久町児童館、四谷保育園、
二葉南元保育園、花園幼稚園、四谷第六幼稚園、
四谷新生幼稚園、四谷子ども園、四谷冒険あそび
の会、四谷保健センター、四谷地区協議会、新宿
区社会福祉協議会
【協賛】信濃町保育園、新宿第二保育園、区立男
女共同参画推進センター「ウィズ新宿」、四谷特
別出張所
【協力】東京おもちゃ美術館、CCAAアートプラ
ザ、四谷地区民生・児童委員協議会、四谷地区青
少年育成委員会

イベント共同企画団体一覧　（順不同）来
年
も
９
月
初
旬
に

開
催
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
・

お
友
達
と

来
て
く
だ
さ
い
ね
！

猛暑！！おとなもこどもも水遊び

―「
公
共
的
な
問
題
」と
い
う
言
葉
―

「年をとっても四谷で楽しく暮らしたい」 第3回　四谷地区協議会 主催

「転ばぬ先の…ストレッチ体操」「シニア健康体操」のお話

　四谷地区協議会の中には「転倒の危険を感じる前に筋力向上
のストレッチを日常生活に取り入れましょう」という目的で活
動する四谷健康体操実行委員会という組織があります。
　このような地域による地域のための体操教室は新宿区でも
画期的な取組みであると評価されています。しかしながら本
当に大切なことは地域の方々の声であると考えます。

　去る 9月 18日に地域で学ぶ※「四谷学」を開催しました。
　今回の「四谷学」では、江戸時代から現在に至り、ほとんど変わ
らぬ生活道路＝横丁に焦点をあて、横丁の役割、その由来などを探
りました。
　第 1部では新宿歴史博物館 鈴木靖 副館長による四谷の歴史話を
伺い、なるほど納得！
　第 2部では荒木町橘家女将 上田美智代様のインタビュー映像によ
るご出演で女将さんの気さくな人柄に触れ、ご子息より荒木町芸者
の心粋や昔の荒木町界隈の風情をおききし、参加いただいた皆様は
「貴重なお話だった」と喜んでくださいました。また、新宿歴史博物
館ボランティアガイドの浜野又郎、井出建樹両氏による、歴史案内
よもやま話は、名ガイドなら
ではの興味深いお話でした。
　地区協議会では今後も歴史
を通し地域の皆さんと一緒に
「四谷」を考え、守り、愛し、
未来につなげる意識を共有す
ることを目的にこのような勉
強会を開催して参ります。
来年をお楽しみに！

●私が体操できるなんて思わなかった
●知り合いが増えて楽しい
●毎日に張り合いができた
●とにかく楽しい！笑顔になれる
●ペットボトルのキャップが開けられようになりました

皆様の声を大切に運営しています。どうぞお気軽にご参加ください

四谷地区協議会主催体操教室一覧
会場名 開催日 参加料
四谷ひろば 毎週火曜日 1回 200円

花園小学校・四谷中学校 隔週土曜日 無料　
新宿地域交流館 第 2・第 4木曜日 1回 200円
霞ヶ丘町会会館 第 1・第 3木曜日 無料

若葉地区（お試し講座） 第 2・第 4水曜日 無料（22年度中）

私が体操できるなんて思わなかった

※「四谷学」は四谷中学校でも提唱されています。
　 今回の「四谷学」は、協議会が主催する地域で情報を共有する目的の勉強会です。

～四谷のまちを知り尽くす―風情（景色）を学ぶ～

　握力が低下している方はつま先を踏ん張る力が低下していることが多いそうです。
転倒の危険信号が握力測定に表れるのはそのためです。各教室では定期的
に体力測定（握力・バランス・歩行速度）を行い、参加者皆様の筋力状況
を数値でお知らせします。

ワンポイントアドバイス！
～握力は転倒危険のバロメーター～ 新宿歴史博物館　鈴木副館長の四谷歴

史話になるほど納得！！

四谷ひろば・親子サロン四谷地区協議会協働事業
「地域安全・防災」プロジェクト

日　　時　　平成22年11月17日（水）
　　　　　　１０：００～１１：３０
会　　場　　四谷ひろば　Ｂ館3階　多目的ルーム
　　　　　　（4－20旧四谷第四小学校）
対　　象　　四谷地区在住の方または在活動の方　　　　
　　　　　　先着２０名　　
　　　　　　　　※託児はありませんがボランティアさん３名が、
　　　　　　　　 同室で皆様の受講をサポートします。

参加費用　 ７00円　当日受付時にお支払いください。
　　　　　　　　※東京救急協会発行応急手当テキストお持ちの方は無料です！！

申込方法　　お電話でお申込みください！
申込期間　　１０月１８日（月）～１１月８日（月）
申込時間  　１０：００～１７：００
　　　　　　（土・日・祝日を除く）
申 込 先  　電話　3354－6171
　　　　　　四谷特別出張所内　地区協議会事務局

★ もしもの…けが・やけど等の応急処置を学びます。
★  AED操作も体験できます。
★ 救命技能認定講習会ではありません。
　 （テキストは参考資料として使用します）
★ 前回受講された方は復習講座として受講できます！

お子様同伴で
参加できます！

開　催　日　程

乳幼児応急救護講習会
指導　四谷消防署

参加者  募集中！

「地域を識る」勉強会
テーマ

　

当
日
は
51
名
の
参
加
が
あ
り
活
発
な
意

見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
冒
頭
の
挨

拶
で
区
長
は
「
私
た
ち
が
時
間
と
競
争
し

な
が
ら
、
私
た
ち
の
町
が
本
当
に
安
全
な

町
に
な
る
よ
う
に
、
行
政
は
も
と
よ
り
町

を
皆
で
守
る
た
め
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
、
区
長

の
災
害
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
の
四
谷
特
別
出
張
所
長
に
よ
る

四
谷
地
域
の
防
災
概
況
説
明
に
始
ま
り
、

参
加
者
か
ら
の
「
豪
雨
の
対
策
」「
首
都
圏

直
下
型
地
震
に
備
え
て
の
広
域
避
難
場
所

の
問
題
」「
耐
震
建
築
を
含
め
地
域
の
危
険

度
に
対
す
る
対
応
」「
災
害
時
に
設
置
さ
れ

る
区
の
対
策
本
部
」「
高
齢
者
の
災
害
時
に

お
け
る
心
の
ケ
ア
」
そ
れ
を
「
サ
ポ
ー
ト

す
る
地
域
の
人
の
在
り
方
」
等
の
質
疑
の

ほ
か
、
テ
ー
マ
以
外
の
多
岐
に
わ
た
る
質

問
に
も
区
長
は
明
確
に
答
え
て
お
ら
れ
ま

し
た
。「
個
々
に
で
き
る
危
機
へ
の
備
え（
自

助
）」
の
話
も
伺
い
自

ら
の
危
機
意
識
が
向
上

し
た
2
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　
去
る
7
月
27
日
（
火
）
四
谷
地
域
セ
ン

タ
ー
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
し
ん
じ
ゅ
く

ト
ー
ク
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
や
す
い
地
域
の
目
的
や
公
共
的
な

課
題
（
例
え
ば
↓
こ
ん
な
こ
と
で
困
っ
て
い
る
の
だ
け

れ
ど
、
自
分
た
ち
で
解
決
で
き
る
か
な
と
思
う
こ
と
等
）

を
地
域
の
人
同
士
や
地
域
の
人
と
行
政
（
区
長
等
・
行

政
委
員
会
）
と
議
会
が
同
じ
情
報
で
課
題
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
や
責
任
の
も
と
で
、
話
し
合
う
こ
と
が

大
切
で
す
。《
情
報
の
共
有
》

　

た
と
え
考
え
が
違
っ
た
と
し
て
も
政
策
（
物
事
）
が

決
ま
る
ま
で
の
過
程
を
互
い
に
理
解
し
認
め
合
い
、
決

ま
っ
た
こ
と
は
お
任
せ
す
る
だ
け
で
は
な
く
自
ら
責
任

を
持
っ
て
で
き
る
範
囲
で
行
動
す
る
。《
自
主
性
・
自

立
性
》

　

自
ら
の
こ
と
は
自
ら
処
理
し
、
お
互
い
に
支
え
合
い
・

助
け
合
う
地
域
社
会
を
つ
く
り
（
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
）、
お
互
い
を
尊
重
し
、
対
等
な
関
係
に
立
ち
な
が
ら
、

協
力
し
て
い
く
。《
協
働
》

　

前
回
に
お
示
し
し
た
よ
う
に
地
方
分
権
の
流
れ
の
中

で
、
さ
ら
に
は
国
・
地
方
の
関
係
を
通
じ
て
、
区
民
の

合
意
と
自
己
責
任
を
基
本
に
し
て
、
常
に
よ
り
よ
い
政

策
判
断
を
行
っ
て
い
く
質
の
高
い
自
治
体
運
営
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。「
公
共
の
問
題
ご
と
に
公
共
的
な
対

応
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
け
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

か
ら
区
民
、
行
政
の
活
動
や
役
割
を
ど
の
よ
う
に
組
み

合
わ
せ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
出
て
く
る
相
乗
効
果

が
大
き
な
も
の
に
な
る
の
か
、
未
来
を
共
に
具
体
的
に

描
い
て
い
け
る
か
、
ま
た
、
そ
の
た
め
の
ル
ー
ル
を
い

か
に
共
有
で
き
る
か
で
あ
る
」
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
か

ら
の
自
治
体
の
運
営
に
と
っ
て
大
変
重
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
道
標
と
な
る
の
が
、
自
治
の
基
本
ル
ー

ル
と
し
て
の
自
治
基
本
条
例
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
引
用
文
献
：
寄
本
勝
美
『
役
割
相
乗
型
社
会
に
お
け
る
「
三
つ
の

市
民
」
と
公
共
政
策
2
0
0
4
年
』）

自
治
基
本
条
例
連
絡
会
議
委
員
（
四
谷
地
区
協
議
会
推
薦
）

高
野　

健

住
民
が
主
体
と
な
る
ま
ち
づ
く
り

第
二
回「
自
治
」を
考
え
る
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四谷特別出張所に地区協議会BOX を設置しています。
自治に関する意見・コミュニティ生活の中で感じる事柄、　まちづく
りに関する提案・疑問、表紙を飾る四谷のワンショット写真、協議
会活動に関するご質問・ご意見……など
備え付けの用紙・封筒に必要事項をご記入の上ご投函ください。
～あなたの声が四谷を…～　変えます !!
お気軽にお寄せください。

随時募
集!!

次号は平成23年3月発行予定です。お楽しみに！

内藤とうがらし

れんこんと
ピーマンの肉詰め

情報ありがとうございました。編集者も
早速作ってみました。利用する内藤とう
がらしは青・赤それぞれで風味が変わり
大変おいしくいただけました。

情報提供　四谷在住　S さん

お 料 理 レ シ ピ

　ハンバーグを作る材料に内藤とうがらしの種
をとり、みじん切りにしたものを混ぜ合わせ、
れんこん・ピーマンに詰め、片栗粉をまぶして
フライパンで焼く。ポン酢・マヨネーズ・醤油
などお好みの味でお楽しみください。
※とうがらしの量はお好みで調整ください。

四谷のお宝さがし
～秘話・こぼれ話を御紹介～

パティベビーフィルムに残された
須賀神社祭礼の記憶

第 3回  四谷お宝さがし発表会
　　　  新宿歴史博物館賞

　昨年度の「四谷のお宝さがし」に、現存する須賀神社の祭
礼を写した映像では、おそらく最古のものになるのではない
かと思われる貴重なフィルムをご応募いただきました。　　
今回は、富士フイルムフォトサロンに勤務されている上田裕
一さんが所蔵していた 9.5 ミリ映像「四谷乃お祭」（5分、昭
和 2年頃）にまつわるお話も寄稿いただきましたので、皆さ
まにご紹介します。

　表題のパティベビーカメラはフランスのパティ社が 1923
年に発売して、翌1924年（大正 13年）日本に輸入されたも
のです。職業人以外にも映画が撮れる画期的なカメラでいわ
ゆるホームムービーがここから始まりました。1926 年（大
正 15年）には愛好家の会「ベビーキネマクラブ」が発足。
このフィルムは、その会員で当時四谷在住の大澤沼風氏が須
賀神社・天王様大祭の模様を撮影・編集したものです。
　私は 1990 年代初めに、この作品をカメラや映写機といっ
しょに譲り受け、何が映っているのか知りたく、1995 年に
ビデオに変換しました。さらに写されていた背景を調べるた
め友人と須賀神社を訪れ、当時の宮司の尾形さんに映像を見
ていただきました。
　すると現在の須賀神社で、この映像に写っている昭和初期
の姿をとどめているものは、明治 37年の銘がある鳥居など
ほんの一部で、その鳥居も現在とは位置が 90度ずれている
ことなどのお話を聞くことができました。

※四谷のお宝さがしでは、今後も「お宝の心」を大切にしながら活動を続けて参ります。

　また、この映像には撮影年月日が記されていませんが、当
時は寄席があって「一龍斎貞山」や「三遊亭小…」などのぼ
りが写っていたり、市電のポールが写っていたり、荒木町の
お仮屋、など年代を特定できる数々のヒントを映像が与えて
くれました。これらをあわせると昭和２年頃ではないかと推
測できます。
　応募のきっかけは、2009年 6月から 12月まで東京ミッド
タウンのフジフイルムスクエアで開催された「懐かしのホー
ムムービー展」に昭和初期の映像集を展示場内で放映してい
たところ、たまたま展示をご覧になった「四谷のお宝さがし」
関係者から「四谷地区は空襲で焼けてしまい、戦前の動く映
像は大変貴重です」というお話を伺い今回「四谷のお宝さが
し」に応募してみたわけです。鑑定の結果、「新宿歴史博物
館賞」をいただけることになり、ビデオとフィルム（実物）
を映像に写っている「四谷」にお返しをするつもりで新宿歴
史博物館に寄贈させていただきました。
　このフィルムは大澤氏が字幕を挿入したり、数々の編集テ
クニックを駆使して当時としてはハイレベルな作品に仕上げ
ており、戦前の須賀神社での「お祭りの情景」をありありと
見せてくれます、このフィルムの価値は、今を生きる我々が
そこから何を学ぶかで決まってくることでしょう。新宿歴史
博物館ロビーにてご覧になれますのでぜひ昭和初期の市民生
活を動く画面でご覧ください。

（上田　裕一氏　寄稿）

　また、この映像には撮影年月日が記されていませんが、当

見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。


